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港を拠点に物流の拡大期待
　山陰道「三隅・益田道路」の開通に当たり、ご
協力いただいた地域の皆様、ご尽力いただいた国
土交通省をはじめ、各関係機関等の皆様に心より
感謝申し上げます。
　本区間の開通により、浜田市と益田市間の移動
が約分短縮され、利便性や安全性、快適性が大
きく向上することとなりました。このことは、物
流機能の向上や企業活動の活性化などの様々な効
果をもたらし、地域経済の発展に大きく寄与する
ものです。県内唯一の国際貿易港である浜田港を
拠点とした物流の拡大にも期待しています。
　また、観光面では、山陰道と萩・石見空港を利
用した観光客の増加に期待し、石見神楽、温泉、
食といった多様な魅力を結び付け、周遊や滞在に
つながる観光コンテンツとして発信してまいりま
す。
　今後も、山陰道の早期全線開通に向け、引き続
き関係機関と連携しながら国への要望活動に取り
組んでまいりますので、ご支援とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

「命の道」として重要な役割
　このたび、山陰道「三隅・益田道路」の全線開
通が実現いたしました。
　用地をご提供いただいた地権者の皆様、工事に
ご理解とご協力を賜った地域の皆様、そして事業
推進にご尽力いただいた国・県をはじめとする関
係各位の長年にわたるご支援に対し改めて深く感
謝申し上げます。
　本開通により、移動時間の短縮にとどまらず、
人流・物流の安全性および利便性が大きく向上い
たしました。また、救急搬送や災害対応において
は、「命の道」として重要な役割を果たすことが
期待されます。さらに、県東部と西部の結びつき
が一層強まることで、生活圏・経済圏が拡大する
とともに、広域周遊観光の活発化や萩・石見空港
の利用促進にも寄与するものと考えております。
　沿線自治体といたしましては、これらの開通効
果を最大限に活用し、一層の福祉増進と地域振興
に努めてまいります。また、引き続き山陰道全線
の早期開通に向け、関係機関と連携しながら、積
極的に取り組んでまいります。
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　山陰道三隅・益田道路の開通にあたり、事業者として
大きな喜びであるとともに、整備へのご理解・ご協力を
いただいた地権者の皆様、地元関係者の皆様、事業者の
皆様をはじめ、多くの関係者の皆様のお陰であり、心よ
り御礼申し上げます。
　山陰道は、鳥取・島根・山口３県を東西に結び、日本
海国土軸を形成する大動脈として整備を進めており、こ
の度開通を迎える三隅・益田道路の整備により、広域的
な交通拠点である萩・石見空港や浜田港などへのアクセ
ス性が向上され、人流・物流の活性化や物流の効率化に
よるコスト低減、周遊観光の促進などが期待されます。
また、第３次救急医療機関である浜田医療センターへの
搬送時間の短縮を図るとともに、一般国道９号とのダブ
ルネットワーク化による災害時及び緊急時の代替機能の
確保も図られます。更に、山陰道と浜田自動車道が一連
となり、一層の人流・物流の円滑化、地域活性化、国土
強靱化、地方創生などの効果も期待されるところです。
　三隅・益田道路の開通により島根県内の山陰道の約８
割の区間が開通したことになります。国土交通省といた
しましては、地域の発展に資する山陰道の一日も早い全
線開通に向け、全力で取り組んで参りますので、引き続
き、皆様方からの力強いご支援とご協力を賜りますよう、
お願い申し上げます。
　当地域のますますのご発展と、安全・安心の確保に寄
与しますことを心より祈念いたしまして、ご挨拶とさせ
ていただきます。

　中国地方整備局浜田河川国道事務所が山陰自動車道の一部として
島根県内で整備を進めている「三隅・益田道路」（．㎞）が３月
日に開通した。同県内の開通率は約８割に達し、地域の産業や観
光など経済活性化に貢献するほか、医療施設へのアクセスが向上。
災害時は国道９号の代替路として機能する。式典には県や地元自治
体の関係者、国会議員ら約人が出席。関係者がテープカットと
くす玉開披を行い、待望の開通を祝った。
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